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既
存
の
幹
線
網

ベ
ー
ス
に
構
築

セ
イ
ノ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
田
口
義
隆
社
長
は
２

０
２
０
年
４
～
９
月
期
の
決

算
会
見
で
、
宅
配
版
Ｌ
Ｃ
Ｃ

（
低
価
格
キ
ャ
リ
ア
ー
）
事

業
を
紹
介
し
「
キ
ラ
ー
コ
ン

テ
ン
ツ
に
な
る
」
と
強
調
。

ポ
イ
ン
ト
は
非
接
触
・
非
対

面
で
の
配
送
方
式
「
置
き
配
」

に
特
化
し
た
、
既
存
の
特
積

み
幹
線
網
の
活
用
と
、
空
い

た
時
間
で
働
い
て
も
ら
う

「
ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
」
と
の
融

合
で
、
既
存
の
宅
配
会
社
が

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
よ
り
安

い
料
金
設
定
が
可
能
と

し
た
。

Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取
引
）

に
よ
る
通
販
事
業
は
右

肩
上
が
り
。
今
期
は
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
「
巣

ご
も
り
」
消
費
の
拡
大

で
一
層
の
活
況
を
呈
し

て
い
る
。
20
年
４
～
９

月
期
決
算
で
は
、
多
数

の
上
場
物
流
企
業
が
減

収
減
益
と
な
る
中
、
宅

配
を
手
掛
け
る
企
業
で

増
収
増
益
が
偏
在
す
る

結
果
だ
っ
た
。

Ｂ
to
Ｂ
を
主
力
と
す

る
セ
イ
ノ
ー
Ｈ
Ｄ
も
２

桁
の
減
収
減
益
だ
っ

た
。
少
子
高
齢
化
な
ど

の
影
響
で
、
特
積
み
の

物
量
は
漸
減
し
て
い
く

と
の
見
方
が
強
く
、
過

度
な
物
量
増
も
期
待
で
き
な

い
。
そ
う
考
え
る
と
、
増
え

る
宅
配
荷
物
の
獲
得
が
見
込

め
る
と
す
る
ア
イ
デ
ア
に
は

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。

ギ
グ
ワ
ー
カ
ー

が
低
価
格
の
要

セ
イ
ノ
ー
Ｈ
Ｄ
は
中
核
企

業
の
西
濃
運
輸
を
は
じ
め
、

全
国
に
特
積
み

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
展
開
す
る
。

こ
れ
を
利
用
す

れ
ば
、
宅
配
版

Ｌ
Ｃ
Ｃ
事
業
に

必
要
な
幹
線
輸

送
で
の
初
期
投

資
を
か
な
り
抑

制
で
き
る
。
タ

ー
ミ
ナ
ル
や
大

型
の
特
積
み
車

両
を
使
え
、
初
期
投
資
と
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
多
く
を

必
要
と
し
な
い
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。

そ
し
て
、「
非
常
に
廉
価
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
で
き

る
」（
田
口
社
長
）
要
と
な
る

ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
の
確
保
に
つ

い
て
も
、
同
社
は
準
備
を
進

め
て
き
た
。
通
販
を
手
掛
け

る
フ
ェ
リ
シ
モ
な
ど
と
組

み
、
４
月
か
ら
独
自
の
置
き

配
「
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
（
オ
ッ
コ
）」

の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。

９
月
に
は
、
約
１
万
人
が

ギ
グ
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
リ
ビ
ン
グ
プ
ロ

シ
ー
ド
を
傘
下
に
収
め
た
。

拠
点
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま

で
各
地
に
19
カ

所
を
展
開
。
グ

ル
ー
プ
会
社
の

コ
コ
ネ
ッ
ト
が

６
億
６
８
０
０

万
円
で
全
株
式

を
取
得
し
、
完

全
子
会
社
化
し

て
い
る
。

背
景
に
あ
る

の
が
、
宅
配
コ

ス
ト
の
増
加
に

対
す
る
通
販
会
社
か
ら
の

声
。
田
口
社
長
は
、
Ｅ
Ｃ
事

業
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は

多
く
、
宅
配
料
金
が
割
高
と

の
声
が
半
数
近
く
に
上
る
と

し
た
。

同
様
に
、
宅
配
コ
ス
ト
を

安
く
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が

高
ま
っ
て
い
る
と
し
て
、
18

年
に
組
合
を
設
立
し
、
同
年

11
月
か
ら
関
東
で
宅
配
事
業

を
始
め
た
の
が
ラ
ス
ト
ワ
ン

マ
イ
ル
協
同
組
合
だ
。
荷
主

か
ら
直
接
配
送
業
務
を
受
注

し
て
お
り
、
組
合
員
に
は
従

来
の
下
請
け
よ
り
高
い
配
送

料
で
運
送
を
委
託
し
て
い
る

と
い
う
。

運
賃
で
明
快
な

仕
組
み
を
導
入

ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
事
業
に

は
組
合
員
を
集
め
る
こ
と
が

肝
要
。
ま
と
ま
っ
た
輸
送
力

を
確
保
し
な
け
れ
ば
顧
客
の

信
用
は
得
ら
れ
ず
、
せ
っ
か

く
の
ア
イ
デ
ア
も
生
か
せ
な

い
。
そ
こ
で
同
組
合
は
独
自

の
「
協
組
運
賃
」
を
設
定
。

組
合
員
は
個
別
に
荷
物
獲
得

に
向
け
営
業
し
、
得
ら
れ
た

運
賃
と
協
組
運
賃
と
の
差
額

を
利
益
に
で
き
る
と
い
う
明

快
な
仕
組
み
を
導
入
し
た
。

10
月
か
ら
は
大
阪
で
の
宅

配
開
始
に
こ
ぎ
着
け
、
11
月

に
は
名
古
屋
で
新
規
組
合
員

募
集
の
た
め
の
説
明
会
も
開

催
。
こ
れ
ま
で
伝
票
発
行
シ

ス
テ
ム
の
開
発
で
半
年
ほ
ど

計
画
が
後
ろ
へ
ず
れ
込
む
な

ど
曲
折
は
あ
っ
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
下
で
も
事
業
は
順
調

に
進
ん
で
い
る
と
す
る
。
環

境
の
変
化
を
捉
え
商
機
を
つ

か
も
う
と
す
る
業
界
の
動
き

に
、
今
後
も
注
目
し
た
い
。

　冬になり新型コロナウイルスの感染者数が急増してい
る。第３波と呼ばれる感染拡大期のさなか、年末年始の
外出自粛要請がなされるなど、景気回復への道筋は依然
不透明だ。荷動きの停滞も懸念される半面、取り巻く環
境の変化を機敏に捉え、新たなビジネスを育てようとす
る動きもある。丸山　隆彦記者

環
境
変
化
を
捉
え
成
長
へ

宅配コスト増
の声に応えて

置き配特化のＬＣＣ？
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
で
雇
用
情
勢
が
悪

化
し
て
い
る
。
全
体
的
に
失
業

率
が
上
昇
基
調
に
あ
る
の
に
対

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
中
心
に
物

流
の
人
手
不
足
は
依
然
と
し
て

改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

　
基
本
的
な
対
応
と
し
て
「
人

手
作
業
を
減
ら
す
こ
と
」
と
、

「
人
手
を
増
や
す
こ
と
」
の
２

つ
が
あ
る
。
輸
配
送
で
は
、
無

駄
に
な
る
「
空
間
」と
「
時
間
」

を
排
除
す
る
こ
と
も
有
効
と
な

る
。

　
今
回
は
、
輸
配
送
の
効
率
化

に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
が

注
目
す
る
、
人
手
作
業
を
減
ら

す
「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
」
と
、
空

間
の
無
駄
を
減
ら
す
「
共
同
配

送
」、
時
間
の
無
駄
を
減
ら
す

「
荷
待
ち
時
間
削
減
」
に
つ
い

て
解
説
す
る
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス

は
利
点
確
認
を

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
輸
配
送

の
人
手
不
足
対
応
で
一
役
買
う

も
の
だ
。
従
来
、
紙
で
扱
っ
て

い
た
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

こ
と
で
、
紙
へ
の
記
入
、
紙
か

ら
の
デ
ー
タ
入
力
、
紙
の
保
管

な
ど
物
理
的
な
業
務
の
手
間
を

排
除
で
き
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
し

た
情
報
を
収
集
し
、
分
析
結
果

を
経
営
判
断
に
生
か
す
こ
と

は
、
企
業
が
生
き
残
る
上
で
重

要
な
取
り
組
み
と
な
る
。

　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
取
り
組

み
で
よ
く
課
題
提
起
さ
れ
る
の

が
、
取
引
先
と
の
調
整
や
指
定

伝
票
な
ど
、
古
く
か
ら
続
く
商

習
慣
の
変
更
へ
の
単
純
な
拒
否

反
応
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
は
、
取
引
先

と
の
地
道
な
交
渉
や
調
整
が
必

要
だ
が
そ
れ
ら
は
簡
単
な
も
の

で
は
な
い
。
だ
が
運
用
体
制
を

し
っ
か
り
構
築
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
効
率
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
例
え
ば
紙
伝
票
を
廃
止
す
る

に
は
、
取
引
先

と
、
廃
止
に
よ

り
得
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
や
、
両

社
の
役
割
を
明

確
に
し
た
上

で
、
デ
ジ
タ
ル

伝
票
の
情
報
源

の
特
定
、
利
用

可
能
な
シ
ス
テ

ム
の
選
定
を
協

力
的
に
進
め
る

こ
と
が
大
切

だ
。
実
際
、
宅

配
大
手
な
ど
は

運
用
が
進
ん
で

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

輸
配
送
分
野
以
外
も
、
企
業
間

を
ま
た
ぐ
伝
票
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
加
速
し
て
お
り
、
こ
の
機
会

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

共
配
は
マ
ッ
チ

ン
グ
が
お
勧
め

　
共
同
配
送
は
企
業
に
よ
り
進

展
度
合
い
に
違
い
が
あ
る
が
、

関
心
を
持
つ
企
業
は
増
え
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
課
題
で
は
復

路
の
荷
物
確
保
が
難
し
く
、
積

載
率
が
低
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
だ
が
、
近
年
は
ド
ラ

イ
バ
ー
不
足
で
貨
物
が
運
べ
な

く
な
る
こ
と
へ
の
荷
主
企
業
の

懸
念
が
高
ま
り
、
以
前
よ
り
取

り
組
み
や
す
い
環
境
に
な
っ
て

い
る
。

　
何
か
ら
始
め
る
べ
き
か
分
か

ら
な
い
場
合
は
、
ま
ず
は
共
同

配
送
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
を
勧
め
た
い
。
一
部
で

も
取
り
入
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
、
自
社
の
物
流
が
他
と
ど
の

く
ら
い
マ
ッ
チ
し
、
共
同
配
送

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
を

認
識
す
る
こ
と
が
大
切
と
言
え

る
。

　
荷
待
ち
時
間
の
削
減
で
は
、

ト
ラ
ッ
ク
の
バ
ー
ス
予
約
受
付

シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
導
入
が
進

ん
で
お
り
、
中
に
は
ト
ラ
ッ
ク

着
荷
時
間
の
予
約
に
よ
り
待
機

時
間
を
70
％
削
減
し
た
事
例
も

出
て
い
る
。
大
き
な
投
資
が
必

要
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
無
料

で
使
え
る
も
の
も
登
場
し
、
導

入
の
ハ
ー
ド
ル
も
低
く
な
り
つ

つ
あ
る
。

　
一
方
、
数
多
く
の
シ
ス
テ
ム

が
開
発
さ
れ
た
結
果
、
異
な
る

シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
企
業
間

で
の
連
携
問
題
な
ど
が
発
生
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
連

携
で
の
課
題
は
あ
る
が
、
ミ
ド

ル
ウ
エ
ア
な
ど
に
よ
る
対
応
策

が
取
ら
れ
連
携
も
進
む
だ
ろ

う
。

　
小
さ
な
こ
と
か
ら
取
り
組

み
、
成
功
し
た
ら
範
囲
を
広
げ

る
手
法
は
、
企
業
が
新
し
い
活

動
を
進
め
る
方
法
と
し
て
一
般

的
だ
。
企
業
間
の
連
携
が
重
要

と
な
る
輸
配
送
業
務
で
は
、
こ

の
や
り
方
が
効
果
的
と
言
え

る
。
特
に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
は
、

ま
ず
自
社
内
で
使
用
す
る
納
品

時
の
確
認
書
、
勤
務
表
な
ど
か

ら
始
め
、
他
社
と
交
わ
す
帳
票

に
広
げ
て
い
く
こ
と
を
推
奨
す

る
。

輸配送効率化のポイント
輸配送業務効率化のポイント

　
お
お
む
ろ
・
し
ょ
う
じ
＝
２
０
１
０
年
米
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大

経
営
学
修
士
、
外
資
系
３
Ｐ
Ｌ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
複
数
の
倉

庫
の
立
ち
上
げ
運
営
管
理
を
経
験
。
後
に
日
系
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
勤
務
を
経
て
、
17
年
ク
ニ
エ
入
社
、
現

職
。
物
流
領
域
で
の
業
務
改
革
や
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
手
掛
け
る
。

中
小
企
業
の

現
場
改
善
の
進
め
方
第６回

ク
ニ
エ

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

大
室
　
翔
史

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

「
構
内
事
故
を
防
ぐ
コ
ツ
は

何
で
す
か
？
」
と
い
う
筆
者
の

問
い
に
対
し
て
、「
一
人
で
や
ら

な
い
こ
と
で
す
」
と
答

え
た
乗
務
員
が
い
た
。

こ
の
乗
務
員
は
事
故
歴

の
な
い
ベ
テ
ラ
ン
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、「
運
転

や
注
意
の
コ
ツ
は
あ
り

ま
す
か
？
」と
問
う
と
、

「
特
に
あ
り
ま
せ
ん
」

と
答
え
た
。

筆
者
は
無
事
故
の
ベ

テ
ラ
ン
乗
務
員
か
ら
、

運
転
や
確
認
の
コ
ツ
を

聞
き
出
し
た
い
と
期
待

し
て
い
た
の
で
、
そ
の

答
え
は
、
当
初
、
期
待

外
れ
に
感
じ
た
。
し
か

し
、
こ
の
乗
務
員
は
筆

者
に
事
故
防
止
に
重
要

な
考
え
方
を
教
え
て
く

れ
た
と
後
で
思
い
直
し

た
。構

内
事
故
の
内
容

は
、
バ
ッ
ク
時
の
接
触

事
故
を
は
じ
め
と
し

て
、
荷
物
や
施
設
の
損

傷
や
作
業
中
の
乗
務
員

の
け
が
に
至
る
ま
で
幅
広
い
。

実
際
に
、「
交
通
事
故
は
あ
ま
り

な
い
け
ど
、
構
内
事
故
は
多

く
、
な
か
な
か
減
ら
な
い
」
と

嘆
く
物
流
企
業
も
多
い
。

一
方
で
、
構
内
に
は
共
通
点

も
あ
る
。
全
て
と
は
言
え
な
い

が
、
多
く
の
構
内
は
、「
自
分
だ

け
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
自
分
以
外
に

他
の
作
業
員
や
荷
主
の
従
業
員

な
ど
誰
か
が
い
る
こ
と
が
多

い
。
従
っ
て
、「
分
か
ら
な
い

（
理
解
で
き
な
い
）」「
知
ら
な

い
」「
見
え
な
い
」
な
ど
、
行
き

詰
ま
っ
た
時
は
、
他
の
誰
か
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
や
す
い

環
境
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で

多
く
の
物
流
企
業
の
構
内
事
故

の
実
態
を
見
て
き
た
が
、
事
故

当
時
、
構
内
に
は
他
に
誰
か
が

い
た
と
思
わ
れ
る
半
面
、
自
分

一
人
で
運
転
や
作
業
を
完
遂
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
中
で
起
き

て
し
ま
っ
た
も
の
が
大
半
と
言

え
る
。

構
内
事
故
は
、
構
内
に
あ
る

死
角
、
暗
く
見
え
に
く
い
作
業

環
境
、
さ
ら
に
は
狭
い
駐
車
ス

ペ
ー
ス
な
ど
で
起
き
や
す
い

が
、
こ
う
い
う
環
境
下
で
は
、

そ
も
そ
も
自
分
一
人
で
は
心
も

と
な
い
と
思
う
こ
と
が
事
故
防

止
に
は
重
要
な
判
断
な
の
で
あ

る
。つ

ま
り
、
一
人
で
何
で
も
で

き
る
と
思
わ
ず
、
困
っ
た
時
や

行
き
詰
ま
り
そ
う
な
時
に
、
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
で
あ

る
と
判
断
す
る
力

と
、
実
際
に
サ
ポ
ー

ト
を
求
め
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

も
、
安
全
教
育
の
中

に
取
り
入
れ
て
お
く

こ
と
が
大
切
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

も
と
も
と
物
流
業

務
は
、
一
人
乗
務
、

一
人
作
業
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
も
の
が

多
い
。
安
全
教
育
で

も
、
作
業
手
順
や
安

全
運
転
の
方
法
そ
の

も
の
を
、
乗
務
員
自

ら
が
全
て
習
熟
す
る

こ
と
が
ゴ
ー
ル
、
す

な
わ
ち
、
事
故
防
止

の
王
道
と
考
え
ら
れ

や
す
く
な
る
。

し
か
し
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
い
ざ

と
い
う
時
に
、
現
場

で
サ
ポ
ー
ト
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
教
育
を
行
っ

て
お
く
こ
と
も
重
要
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
事
故
防
止
の
王
道

で
は
な
い
と
し
て
も
、
こ
う
し

た
教
育
が
近
道
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
、
冒
頭
の
乗
務
員
は

筆
者
に
教
え
て
く
れ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

「一人でやらない」こと第
68
回

北村 憲康 東京海上日動リスクコンサルティング 主席研究員

「安全企業」
つくりかた

の

き
た
む
ら
・
の
り
や
す

＝
１
９
９
１
年
東
京
海
上

火
災
保
険
入
社
、
現
在
は

東
京
海
上
日
動
リ
ス
ク
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
主
席
研

究
員
、
慶
大
院
特
任
准
教

授
。
企
業
の
交
通
安
全
対

策
が
専
門
。

輸送経済新聞社『輸送経済新聞 2020年12月22日』


